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単元一覧表
【 令和 6 年度用 】 みんなと学ぶ　小学校　算数

単元 配当
時間 領域 学習内容

前
期

50

1

学
期

40

4

月

7

入門期 （p.2～ 5）
2 A

・ものの種類などでの仲間分け・集合作り
・10までの個数
・対応による大小比較（大小・同数・間接比較）

1  10までのかず （p.6～ 23）

7 A

・1～ 5の具体物と半具体物との対応
・1～ 5の数詞，数字の読み方，書き方
・6～ 10の具体物と半具体物との対応
・6～ 10の数詞，数字の読み方，書き方
・0の意味と，読み方，書き方
・0～ 10までの数の構成・系列

5

月

11

2  いくつといくつ （p.24～ 31） 4 A ・5～ 10の合成・分解

3  なんばんめかな （p.32～ 35）

2 A，B

・ものの順序や位置を数を用いて表す（順序数）
・前後・上下・左右
・集合数と順序数の関係
・平面の位置の表し方

4  あわせていくつ  ふえるといくつ 

　   （p.36～ 53）

12 A

・加法の意味（合併・増加）
・加法の式の表し方，読み方，書き方
・和が10までの加法
・作問
・カードによる計算練習
・0の加法
・絵本作り

6

月

15 5  のこりはいくつ  ちがいはいくつ 

　   （p.54～ 69）

12 A

・減法の意味（求残・求補）
・減法の式の表し方，読み方，書き方
・和が10までの加法の逆の減法
・0の減法
・減法の意味（求差）
・作問
・減法の意味（異種の数量）
・カードによる計算練習
・絵本作り

7

月

7

さんすうをつかって （p.70～ 71） 1 A ・身の回りのものを使った加減の問題作成

2

学
期

45

9

月

10

6  いくつあるかな （p.72～ 73） 1 D ・資料を絵グラフに表す

7  10よりおおきいかずをかぞえよう （p.74～ 85）

7 A

・2位数の意味と表し方
・20までの数の読み方，書き方，大小，系列
・簡単な2位数の加減
・35までの数の読み方，書き方

8  なんじなんじはん （p.86～ 87） 2 C
・何時，何時半の時刻の読み方
・日常生活と時刻

合計 114 時間 予備時数 22 時間 ）（1 年

2

後
期

64

2

学
期

45

10

月

14

9  かたちあそび （p.2～ 5）
5 B

・立体の分類
・立体図形の特徴や性質
・立体の面からの平面の取り出し

10  たしたりひいたりしてみよう （p.6～ 9） 3 A ・3口の加減とその式の表し方

11  たしざん （p.10～ 18）

9 A

・（1位数）＋（1位数）で繰り上がりのある場合の加法の意味と計算
のしかた

・カードによる計算練習
・1つの数を他の数の和とみる

11

月

14

12  ひきざん （p.19～ 29）

10 A

・（十何）－（1位数）で繰り下がりのある場合の減法の意味と計算
のしかた

・カードによる計算練習
・1つの数を他の数の差とみる
・加減の演算決定

13  くらべてみよう （p.30～ 39）
7 C

・長さの概念，測定の基礎（直接比較・間接比較・任意単位）
・かさ，体積の概念，測定の基礎
・面積の概念，測定の基礎

12

月

7 さんすうをつかって （p.40～ 41） 1 A ・身の回りのものを使って，ものの個数を数える

3

学
期

29

1
月

10

14  かたちをつくろう （p.42～ 45） 4 B
・図形を使った作品作り
・直線を使った作品作り

15  大きいかずをかぞえよう （p.46～ 59）

11 A

・30以上の数の2位数の構成
・一の位，十の位
・100までの数の構成，読み方，書き方，大小，系列，数直線
・120までの数の系列
・繰り上がりや繰り下がりのない2位数と1位数の加減
・簡単な何十の加減

2

月

13

16  なんじなんぷん （p.60～ 62） 2 C
・何時何分の時刻の読み方
・日常生活と時刻

17  たすのかなひくのかな
　   ずにかいてかんがえよう （p.63～ 69）

5 A

・加減の演算決定
・順序や集合の数量化
・順序数を含む加減
・計算の意味やしかたの考察
・1つの数をいろいろな式に表す

ふりかえろう  つなげよう （p.70～ 71） 1 A ・12の数構成

3

月

6

18  かずしらべ （p.72～ 73） 1 D ・資料の活用

19  1年のまとめをしよう （p.74～ 79） 3
A，B，
C，D

・1年の学習内容のまとめ

プログラミングのプ （p.80～ 81） 1 ・プログラミング的思考

さんすうをつかって （p.82～ 84） 1 A ・日にちの計算

3



単元 配当
時間 領域 学習内容

前
期

72

1

学
期

55

4

月

14

1  ひょうとグラフ（p.12～ 19） 4 D ・簡単な事柄を表やグラフに表す

2  時こくと時間（1）（p.20～ 29）

3 C

・時刻の読み方
・時刻と時間の概念
・1日の時間，午前・午後，1日＝24時間
・日常生活と時刻

3  2けたのたし算とひき算（p.30～ 37） 2 A
・既習の計算を使って，（2位数）＋（2位数）の計算のしかたを考える
・既習の計算を使って，（2位数）－（2位数）の計算のしかたを考える

4  たし算のひっ算（p.38～ 51）

7 A

・（2位数）＋（1，2位数）の計算のしかた
・加法の筆算形式
・（1位数）＋（2位数）の筆算のしかた
・繰り上がりのある（2位数）＋（1，2位数）の筆算のしかた
・加法の交換法則，結合法則5

月

14

5  ひき算のひっ算（p.52～ 63）

6 A

・（2位数）－（1，2位数）の計算のしかた
・減法の筆算形式
・繰り下がりのある（2位数）－（1，2位数）の筆算のしかた
・加減の相互関係と答えの確かめ

6  長さ（1）（p.64～ 78）

8 C

・直接比較，間接比較，任意単位，普遍単位
・単位cm，mmの意味，読み方，書き方，測定
・単位の関係
・長さの加減
・直線の意味

6

月

18

7  たし算とひき算（1）（p.79～ 85） 5 A
・加減の立式
・テープ図のかき方

8  1000までの数（p.86～ 99）

7 A

・1000までの数の構成，読み方，書き方
・数系列，数直線
・数の相対的な大きさ，大小
・不等号の記号（＞，＜）
・数構成をもとにした加減（50＋80，170－80）

9  大きい数のたし算とひき算（p.100～ 117）

11 A

・（2位数）＋（1，2位数）＝（3位数）の筆算のしかた
・繰り上がりのある（2位数）＋（1，2位数）の筆算のしかた
・（3位数）＋（1，2位数）の筆算のしかた
・（3位数）－（1，2位数）の筆算のしかた
・簡単な（3位数）±（3位数）
ひき算の筆算

7

月

9 ふりかえろうつなげよう（p.118～ 119） 1 A ・加減の筆算の比較

算数をつかって（p.120～ 121） 1 C ・日常生活と時刻

2

学
期

56

9

月

17

10  水のかさ（p.122～ 133）

7 C

・かさの測定の意味と単位
・直接比較，間接比較，任意単位，普遍単位
・単位L，dL，mLの意味，読み方，書き方
・ますでの測定，ます作り
・単位の関係
・かさの加減

11  三角形と四角形（p.134～ 149）

10 B

・三角形・四角形の意味，構成要素（辺，頂点）
・直角
・長方形，正方形，直角三角形
・もよう作り
・身のまわりの図形

合計 139 時間 予備時数 36 時間 ）（2 年
△… 発展 … 算数パトロール隊

4

後
期

67

2

学
期

56

10

月

16

12  かけ算（1）（p.2～ 22）

16 A

・乗法の意味，式の表し方，答えの求め方，作問
・倍
・2～ 5の段の九九の構成
・作問
・乗数の変化による積の変化
・被乗数の分解による答えの求め方

11

月

16

13  かけ算（2）（p.23～ 37）

11 A

・6～ 9，1の段の九九の構成
・作問
・乗数の変化による積の変化
・被乗数の分解による答えの求め方
・加減乗の演算決定

14  かけ算（3）（p.38～ 47）

6 A

・九九表を見てきまりを見つける
・乗法の交換法則
・1つの数を他の数の積とみる
・九九を超える乗法
・九九の活用

12

月

7

15  分数（p.48～ 57） 5 A
・分数の意味と表し方
・分数と倍

算数をつかって（p.58～ 59） 1 C ・水のかさ

3

学
期

28

1

月

10

16  時こくと時間（2）（p.60～ 65） 2 C ・時間の計算

17  10000までの数（p.66～ 79）
6 A

・10000までの数の構成，読み方，書き方
・数の相対的な大きさ，大小，数系列，数直線
・分類整理に対する数の表し方

ふりかえろう  つなげよう（p.80～ 81） 1 A ・大きい数の数感覚

18  長さ（2）（p.82～ 89）
4 C

・単位mの意味，読み方，書き方，測定
・単位の関係
・長さの加減

2

月

12

ふりかえろう  つなげよう（p.90～ 91） 1 C ・長さの単位の関係のまとめ

19  たし算とひき算（2）（p.92～ 97） 3 A
・加減の立式（逆思考）
・作問

20  しりょうのせいり（p.98～ 100）
1 D

・資料の活用
・身のまわりの事象の考察
△複合グラフ

21  はこの形（p.101～ 109） 5 B
・箱作り
・箱の形の構成要素（面，辺，頂点）

3

月

6

22  2年のまとめ（p.110～ 113） 3
A，B，
C，D

・2年の学習内容のまとめ

プログラミングのプ（p.114～ 115） 1 ・プログラミング的思考

算数をつかって（p.116～ 118） 1 B ・日本の伝統模様としきつめ

5



単元 配当
時間 領域 学習内容

前
期

65

1

学
期

53

4

月

14

1  かけ算（p.12～ 25）

7 A

・乗法のきまり（乗数の増減による積の変化，交換法則，分配法則，
結合法則）

・0の乗法
・10の乗法

2  時こくと時間（p.26～ 35）

6 C

・時間の計算
・時間の筆算
・日常生活と時刻
・短い時間，秒
・単位の関係

3  わり算（p.36～ 53）

10 A

・除法の意味（等分除，包含除）と答えの求め方，除法の式の表し方
・九九1回適用の除法
・1や0の除法
・作問
・九九の範囲を超える除法

5

月

14
 倍の計算（p.54～ 55） 1 A ・倍の計算

4  たし算とひき算（p.56～ 73）

13 A

・（3位数）＋（2，3位数）＝（3，4位数）の計算
・（3位数）－（2，3位数）の計算
・百の位から一の位に繰り下げる計算
・（4位数）±（4位数），10000－（4位数）の計算
・加法の結合法則
・加減の計算のくふう，暗算

6

月

16 ふりかえろう  つなげよう（p.74～ 75） 1 A ・加減の筆算のしかたのまとめ

5  表とグラフ（p.76～ 87）

7 D

・資料の収集，整理のしかた
・表の作り方（正の字の利用）
・棒グラフの読み方，かき方
・二次元表の読み方，かき方

7

月
▼
9

6  長さ（p.88～ 99）

7 C

・巻き尺の使い方，測定，計器の選択
・道のり，距離
・単位kmの意味，読み方，書き方
・単位の関係
・複名数の加減
・1kmの量感

算数をつかって（p.100～ 101） 1 D ・表の読み取り

2

学
期

55

9

月

12

7  円と球（p.102～ 117）

7 B

・円の定義，性質
・中心・半径・直径の意味
・円を使ったもよう作り
・コンパスの使い方
・球の定義，性質

8  あまりのあるわり算（p.118～ 127）
5 A

・あまりのある除法の意味と答えの求め方，式の表し方
・あまりに着目した問題の解決，作問
△除法の筆算形式

合計 153 時間 予備時数 22 時間 ）（3 年
△… 発展 … 算数パトロール隊

6

後
期

88

2

学
期

55

10

月

17

9  （2けた）×（1けた）の計算（p.2～ 5） 1 A
・既習の計算を使って，（2位数）×（1位数）の計算のしかたを考え
る

10  1けたをかけるかけ算（p.6～ 19）
9 A

・（何十・何百）×（1位数）の計算
・（2，3位数）×（1位数）の計算
・乗法の筆算形式
・暗算

11  大きい数（p.20～ 37）

10 A

・1億までの数の構成，読み方，書き方
・数の相対的な大きさ，大小，数系列，数直線
・10倍，100倍，1000倍の数，10でわった数
・位をもとにした加減
数直線の読み取り

11

月

17

12  小数（p.38～ 51）
10 A

・はしたの表し方
・小数の表し方（小数第一位）
・小数の仕組み，大小，数系列，数直線
・簡単な小数の加減

13  三角形と角（p.52～ 69）

12 B

・二等辺三角形と正三角形の定義，かき方
・二等辺三角形と正三角形の角の性質
・直角二等辺三角形の定義
・二等辺三角形・正三角形を使ったもよう作り
・二等辺三角形と正三角形の関係
・身のまわりの図形

12

月

9

算数をつかって（p.70～ 71） 1 A ・大きい数

3

学
期

45

1

月

15

14  2けたをかけるかけ算（p.72～ 85）
9 A

・（1，2位数）×（何十）の意味，計算のしかた，筆算
・（2，3位数）×（2位数）の計算のしかた，筆算
・暗算

15  分数（p.86～ 101）

10 A

・分数でのはしたの表し方
・分数の仕組み，1より大きい分数の意味，表し方

・分数と小数の関係（ 1
10の位）

・同分母分数の加減
分割分数と量分数の違い

2

月

20

16  重さ（p.102～ 117）

11 C

・重さについての測定の意味
・直接比較，間接比較，任意単位，普遍単位
・単位g，kg，tの意味，読み方，書き方
・単位の関係
・はかりを使っての測定
・量の単位（キロ（k），ミリ（m））
・かさと重さの関係
・簡単な重さの計算

1kgの量感とはかりの使い方

ふりかえろう  つなげよう（p.118～ 119） 1 C ・長さ，かさ，重さの単位のまとめ

17  □を使った式（p.120～ 127） 5 A
・未知数を□にして式に表す
・数量関係の表し方，式の読み方

3

月

10

 図を使って問題を考えよう（p.128～ 129） - A ・テープ図や線分図，数直線図のかき方

18  しりょうの活用（p.130～ 133）
2 D

・表や棒グラフの読み取り
・積み上げ棒グラフ，並列棒グラフ
・身のまわりの事象の考察

19  そろばん（p.134～ 137） 2 A
・そろばんの仕組み，数の表し方，読み方
・そろばんを使った簡単な加減のしかた

20  3年のまとめ（p.138～ 143） 3
A，B，
C，D

・3年の学習内容のまとめ

プログラミングのプ（p.144～ 145） 1 ・プログラミング的思考

算数をつかって（p.146～ 148） 1 D ・棒グラフや表の読み取り

7



合計 159 時間 予備時数 16 時間 ）（4 年
単元 配当

時間 領域 学習内容

前
期

70

1

学
期

54

4

月

14

1  大きい数（p.12～ 24）

6 A

・億，兆の位の数の構成，読み方，書き方

・10倍，100倍，1000倍，1
10にした数

・整数の仕組み（十進位取り記数法）
・位をもとにした四則
・和差積商
△1000兆より大きい数

2  折れ線グラフ（p.25～ 35） 5 C，D ・折れ線グラフの読み方，かき方

ふりかえろう  つなげよう（p.36～ 37） 1 D ・棒グラフ，表，折れ線グラフの読み取り

3  わり算（p.38～ 45） 4 A
・除法のきまり
・何十，何百の除法

5

月

14

4  角（p.46～ 61）

8 B

・回転角
・角の大きさの単位「度」，単位の関係，1直角＝90°
・分度器の使い方，角度の測り方
・角や三角形のかき方
・三角定規の角

5  （2けた）÷（1けた）の計算（p.62～ 65） 1 A
・既習の計算を使って，九九の範囲を超える除法の計算のしかたを
考える

6  1けたでわるわり算（p.66～ 78）
9 A

・（2，3位数）÷（1位数）の計算のしかた
・除法の筆算形式
・除法の答えのたしかめ

6

月

18

7  しりょうの整理（p.79～ 85）
5 D

・2つの観点からの資料の整理，分析
・二次元表，二項分類
表の読み方

ふりかえろう  つなげよう（p.86～ 87） 1 D ・二次元表の読み取り方

8  2けたでわるわり算（p.88～ 104）

12 A

・何十でわる除法
・（2，3位数）÷（2位数）の計算のしかた，筆算
・仮の商を使った正しい商の見つけ方
・（3位数）÷（3位数）の計算のしかた，筆算
・除法のきまりを使った計算
・乗除の演算決定

7

月

8

 倍の計算（1）（p.105～ 107） 1 A

・倍の計算
・桁数の大きい数の整数倍
  （倍にあたる大きさを求める，何倍かを求める）

 図や表を使って問題を考えよう（p.108～ 109） - A ・図のかき方や4マス関係表の作り方

算数をつかって（p.110～ 111） 1 D ・折れ線グラフの読み取り

2

学
期

60

9

月

16

9  垂直・平行と四角形（p.112～ 137）

15 B

・垂直の意味と性質，かき方
・平行の意味と性質，かき方
・垂直や平行になっているところを探す
・台形・平行四辺形・ひし形の定義，性質，かき方
・四角形の対角線の性質
・平行四辺形・台形・ひし形を使った敷き詰め
△四角形の包含関係

 倍の計算（2）～かんたんな割合～（p.138～140） 1 C
・簡単な割合
・2量の比べ方の考察

△… 発展 … 算数パトロール隊

8

後
期

89

2

学
期

60

10

月

17

10  がい数（p.2～ 17）

10 A

・概数の意味
・四捨五入の意味としかた
・概数の表す範囲　
・切り捨て・切り上げ
・概算，見積もりのしかた
・概数の活用

11  式と計算（p.18～ 32）

9 A

・加減乗除，（　）のある場合の式の意味，計算の順序
・加法，乗法の交換・結合法則
・分配法則
・くふうした計算
・乗法のきまり
・整数の四則のまとめ

11

月

18

12  小数（p.33～ 50）

10 A

・小数の表し方（小数第二位，小数第三位）
・小数の仕組み，数直線，大小

・10倍，100倍，1000倍，1
10の数

・小数の加減（小数第二位），筆算のしかた
・加法の交換・結合法則の小数への拡張

13  そろばん（p.51～ 53） 2 A
・そろばんの仕組み，数の表し方，読み方
・そろばんを使った加減のしかた

14  面積（p.54～ 73）

11 A，B

・面積の意味と測定（直接比較・任意単位・普遍単位）
・面積の単位cm2，m2，a，ha，km2，単位の関係
・長方形，正方形の面積公式
・複合図形の面積の求め方
面積の量感12

月

9
ふりかえろう  つなげよう（p.74～ 75） 1 B ・まわりの長さと面積の関係

算数をつかって（p.76～ 77） 1 B ・面積の計算

3

学
期

45

1

月
▼
15

15  計算のしかたを考えよう（p.78～ 83） 2 A ・既習の計算を使って，小数の乗除のしかたを考える

16  小数のかけ算とわり算（p.84～ 97）

10 A

・（小数）×（整数）の意味と計算のしかた，筆算
・（小数）÷（整数）の意味と計算のしかた，筆算
・（整数）÷（整数）でわり進める計算
・商の四捨五入，あまりの求め方
・小数の乗除の演算決定，作問

 倍の計算（3）～小数倍～（p.98～ 99） 1 A ・小数倍

17  分数（p.100～ 113）
9 A

・1より大きい分数（帯分数・仮分数）の意味，表し方
・分数の大小，同値分数
・同分母分数の加減

2

月

20

18  直方体と立方体（p.114～ 131）

11 B

・直方体・立方体の定義と性質
・立体の構成要素（面・辺・頂点），平面
・直方体や立方体の展開図，見取図
・面と面，辺と辺，面と辺の垂直・平行
・平面や空間での位置の表し方
・身のまわりの図形

19  ともなって変わる量（p.132～ 141）

5 A，C

・伴って変わる2つの量の性質やきまり
・変化のきまりを表を使って見つける
・伴って変わる量の関係を□や○を使って式で表す
・式の意味の読み取り
・変化をグラフで表す

3

月

10

20  しりょうの活用（p.142～ 147） 2 D
・データの活用　
・グラフの考察

21  4年のまとめ（p.148～ 153） 3
A，B，
C，D

・4年の学習内容のまとめ

プログラミングのプ（p.154～ 155） 1 ・プログラミング的思考

算数をつかって（p.156～ 158） 1 D ・複合グラフの読み取り

9



合計 157 時間 予備時数 18 時間 ）（5 年
単元 配当

時間 領域 学習内容

前
期

77

1

学
期

65

4

月

16

1  小数と整数（p.12～ 19）
4 A

・十進位取り記数法（整数・小数）

・10倍，100倍，1000倍，1
10，

1
100
の数

2  合同な図形（p.20～ 35）

9 B

・合同の意味と性質
・頂点・辺・角の対応
・合同な三角形・四角形のかき方
・図形の性質の説明のしかた
合同な図形をかくことができる条件

3  比例（p.36～ 43）
4 A，C

・伴って変わる2つの量の関係を表に表す
・比例の関係
・伴って変わる量の関係を□や○を使った式で表す

5

月

16

4  平均（p.44～ 55）
6 D

・平均の意味と求め方
・測定値の平均
・平均の求め方のくふう

5  倍数と約数（p.56～ 73）

10 A

・偶数と奇数
・倍数・公倍数・最小公倍数の意味と求め方
・約数・公約数・最大公約数の意味と求め方
・倍数と約数の関係

6

月

20

ふりかえろう  つなげよう（p.74～ 75） 1 A ・整数の見方

6  単位量あたりの大きさ（1）（p.76～ 89）
7 C

・単位量当たりの大きさの意味と求め方 

（こみぐあい，人口密度，収穫量，仕事量）
こみぐあいの求め方

ふりかえろう  つなげよう（p.90～ 91） 1 C ・いろいろな単位量あたりの大きさ

 図や表を使って問題を考えよう（p.92～ 93） - A ・図のかき方や4マス関係表の作り方

7  小数のかけ算（p.94～ 109） 9 A
・（整数）×（小数），（小数）×（小数）の意味と計算のしかた，筆算
・面積公式や計算のきまりの小数への拡張

8  小数のわり算（p.110～ 127）

12 A

・（整数）÷（小数），（小数）÷（小数）の意味と計算のしかた，筆算
・被除数が小数第二位のある小数の除法
・商の四捨五入，あまりの処理
・乗除の演算決定
被乗数と積，被除数と商の関係7

月

13  倍の計算～小数倍～（p.128～ 129） 1 A
・小数倍
・小数倍と小数倍にあたる大きさを求める

算数をつかって（p.130～ 131） 1 A ・フード・マイレージの計算

2

学
期

58

9

月

12

9  図形の角（p.132～ 144） 7 B
・三角形の内角の和
・多角形の内角の和

10  単位量あたりの大きさ（2）（p.145～ 154） 5 C
・速さの意味と求め方（時速・分速・秒速）
・道のりや時間を求める

△… 発展 … 算数パトロール隊

10

後
期

80

2

学
期

58

10

月

18

11  分数のたし算とひき算（p.2～ 19）

11 A

・同値分数の意味と求め方（倍分・約分）
・大小比較のしかた（通分）
・異分母分数の加減の意味と計算のしかた
・単位分数

12  分数と小数・整数（p.20～ 31）

6 A

・商分数，分数倍
・分数と小数・整数の関係
・分数の意味の統合
△循環小数

13  割合（1）（p.32～ 45）
5 A，C

・2つの量の割合の意味
・割合の求め方（全体と部分）
・百分率，歩合

11

月

18

14  図形の面積（p.46～ 69）

13 B

・平行四辺形・三角形の面積の求め方，面積公式
・台形・ひし形の面積の求め方，面積公式
・多角形の三角形分割での面積の求め方
底辺と高さの位置

ふりかえろう  つなげよう（p.70～ 71） 1 B ・図形の面積公式の統合

12

月

10

15  正多角形と円（p.72～ 87）

9 B

・正多角形の意味とかき方，性質
・円周と直径の関係，円周率の意味
・円周率の歴史
円周率の意味

算数をつかって（p.88～ 89） 1 C ・割合を使った考察

3

学
期

34

1

月

12

16  体積（p.90～ 105）

8 B

・体積の意味と測定（間接比較・任意単位・普遍単位）
・体積の単位cm3，m3，単位の関係
・直方体，立方体の体積公式
・複合立体の体積
・かさと体積の関係
・容積

ふりかえろう  つなげよう（p.106～ 107） 1 B ・いろいろな形の容積

17  割合（2）（p.108～ 118）

7 C

・割合の求め方（2量の関係）
・比べられる量やもとにする量の求め方
・割合の利用
割合の求め方，考え方

2

月

15

18  いろいろなグラフ（p.119～ 127） 4 D
・円グラフ，帯グラフの読み方
・円グラフ，帯グラフのかき方

19  立体（p.128～ 139）
7 B

・立体図形の特徴をとらえた分類
・角柱・円柱の構成要素（底面，側面，辺，頂点），曲面
・角柱や円柱の見取図・展開図

3

月

7

20  データの活用（p.140～ 143）
2 D

・データの活用
・データを多面的に捉える
・PPDACサイクル

21  5年のまとめ（p.144～ 149） 3
A，B，
C，D

・5年の学習内容のまとめ

プログラミングのプ（p.150～ 151） 1 ・プログラミング的思考

算数をつかって（p.152～ 154） 1 C，D ・割合や円グラフの読み取り

11



合計 130 時間 予備時数 45 時間 ）（6 年
単元 配当

時間 領域 学習内容

前
期

72

1

学
期

53

4

月

13

1  対称（p.12～ 29） 12 B
・線対称と点対称の定義，性質，かき方
・対称性に着目した基本図形の考察

2  文字と式（p.30～ 43）

8 A

・文字a，xの意味と，文字を使った式，読み取り
・文字を使った式の値を求める
・文字に当てはまる値を求める
△等式の性質

5

月

14

3  分数と整数のかけ算とわり算（p.44～ 57） 8 A
・（分数）×（整数）の意味と計算のしかた
・（分数）÷（整数）の意味と計算のしかた

6

月

17

 図や表を使って問題を考えよう（p.58～ 59） - A ・図のかき方や4マス関係表の作り方

4  分数×分数（p.60～ 73）
10 A

・（分数）×（分数）の意味と計算のしかた
・面積や体積の公式，計算のきまりの分数への拡張
・逆数

5  分数÷分数（p.74～ 85）
7 A

・（分数）÷（分数）の意味と計算のしかた
・分数の乗除の演算決定

7

月

9

6  資料の整理（p.86～ 101）

6 D

・平均値，最頻値，中央値，代表値
・ドットプロット，資料のちらばりの意味
・階級，度数分布表の作り方
・柱状グラフの読み方，かき方
△いろいろな階級の幅
「最頻値」，「中央値」の意味

ふりかえろう  つなげよう（p.102～ 103） 1 D ・いろいろなグラフ

算数をつかって（p.104～ 105） 1 D ・表の読み取り

2

学
期

59

9

月

19

7  ならべ方と組み合わせ方（p.106～ 116） 6 D ・並べ方と組み合わせ方の意味と総数の求め方

8  小数と分数の計算（p.117～ 123）
5 A

・小数・分数の混合算
・小数・分数の計算の適用問題
整数，分数，小数の混合算

ふりかえろう  つなげよう（p.124～ 125） - A
・整数の加減乗除
△四則の可能性

 倍の計算～分数倍～（p.126～ 127） 1 A ・分数倍

9  円の面積（p.128～ 142）
7 B

・円の面積の求め方，面積公式
・面積の概測
円周の長さと円の面積

△… 発展 … 算数パトロール隊

12

後
期

58

2

学
期

59

10

月

17

10  立体の体積（p.143～ 153）
6 B

・角柱・円柱の体積の求め方，体積公式
・体積の概測
△錐体の体積

ふりかえろう  つなげよう（p.154～ 155） 1 B
・正十二角形の作図
・正十二角形の内角，面積

ふりかえろう  つなげよう（p.156～ 157） - B △底面積と体積の関係

11  比とその利用（p.158～ 169）

9 C

・比の意味と表し方
・等しい比の意味と求め方
・比の値の意味
・比の応用

12  拡大図と縮図（p.170～ 185）

9 B

・拡大図と縮図の定義と性質
・拡大図と縮図のかき方 

（方眼紙の利用，辺・角の利用，図形の内部の1つの点の利用）
・縮図の利用，縮尺と地図

11

月

16

13  比例と反比例（p.186～ 209）

14 C

・2つの量の変化のしかたを調べる
・比例の意味と性質
・比例関係を表す式，グラフ
・比例の関係を使った問題解決
・反比例の意味，性質，式
・反比例の関係を使った問題解決
比例・反比例の関係

12

月

7

算数をつかって（p.210～ 211） 1 D ・二次元表の整理

3

学
期

18

1

月

10

14  データの活用（p.212～ 217）

3 D

・PPDACサイクル
・データの分析
・データの活用
・データを批判的に捉える

15  算数のまとめ（p.218～ 225） 4
A，B，
C，D

・小学校6年間の算数の学習内容のまとめ

プログラミングのプ（p.226～ 227） 1 ・プログラミング的思考

算数をつかって（p.228～ 230） 1 B ・縮尺の利用

1  算数で見つけた見方・考え方（p.4～ 25）

9
A，B，
C，D

○見方・考え方のまとめ
・「1つ分を作る」場面のまとめ
・「まとめてみる」場面のまとめ
・「別の表し方にする」場面のまとめ
・「そろえてみる」場面のまとめ
・「分けてみる」場面のまとめ
・「形や数などを変えてみる」場面のまとめ
・「きまりを見つける」場面のまとめ
・「同じように考える」場面のまとめ
・「理由を考える」場面のまとめ

2

月

10

2  中学校へのかけ橋（p.26～ 48）

-
A，B，
C，D

・正の数，負の数
・文字式
・等式の意味と性質
・垂直・平行な直線，角の二等分線の作図
・伴って変わる2量を表，式，グラフに表す
・PPDACサイクルを使った考察

3

月

8

13



1 年 2 年 3 年

系統表

入門期
ものの種類などでの仲間分け・集合作り
10までの個数
対応による大小比較（大小・同数・間接比較）

1  10までのかず
1～ 10の具体物と半具体物との対応
1～ 10の数詞，数字の読み方，書き方
0～ 10までの数の構成・系列
0の意味と読み方，書き方

2  いくつといくつ
5～ 10の合成・分解

3  なんばんめかな
ものの順序や位置を数を用いて表す 

（順序数）
集合数と順序数の関係

7  10よりおおきいかずをかぞえよう
2位数の意味と表し方
20までの数の読み方，書き方，大小，系列
35までの数の読み方，書き方

15   大きいかずをかぞえよう
30以上の数の2位数の構成
一の位，十の位 

100までの数の構成，読み方，書き方，大小，
系列，数直線
120までの数の系列

11  大きい数
1億までの数の構成，読み方，書き方
数の相対的な大きさ，大小，数系列， 
数直線
10倍，100倍，1000倍の数，10で 

わった数

12  小数
はしたの表し方
小数の表し方（小数第一位）
小数の仕組み，大小，数系列，数直線

8  1000までの数
1000までの数の構成，読み方，書き方
数系列，数直線
数の相対的な大きさ，大小
不等号の記号（＞，＜）

17  10000までの数
10000までの数の構成，読み方，書き方
数の相対的な大きさ，大小，数系列，数直線
分類整理に対する数の表し方

15  分数
分数でのはしたの表し方
分数の仕組み，1より大きい分数の意味， 
表し方
分数と小数の関係 （ の位）

15  分数
分数の意味と表し方

数と計算（数）A

1

10

14

4 年 5 年 6 年

5  倍数と約数
偶数と奇数
倍数・公倍数・最小公倍数の意味と 

求め方
約数・公約数・最大公約数の意味と 

求め方
倍数と約数の関係

1  小数と整数
十進位取り記数法（整数・小数）
10倍，100倍，1000倍，1

10
 ，1

100
 の数

1  大きい数
億，兆の位の数の構成，読み方，書き方
10倍，100倍，1000倍，  にした数
整数の仕組み（十進位取り記数法）
△1000兆より大きい数

10  がい数
概数の意味
四捨五入の意味としかた
概数の表す範囲
切り捨て・切り上げ

12  小数
小数の表し方 

（小数第二位，小数第三位）
小数の仕組み，数直線，大小
10倍，100倍，1000倍， の数

11  分数のたし算とひき算
同値分数の意味と求め方（倍分・約分）
大小比較のしかた（通分）
単位分数

17  分数
1より大きい分数（帯分数・仮分数）の意
味，表し方
分数の大小，同値分数

12  分数と小数・整数 
分数と小数・整数の関係
分数の意味の統合

△循環小数

4  分数×分数
逆数

［中学校1年］
正の数，負の数
素数

［中学校3年］
平方根
有理数，無理
数

△… 発展

1
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1
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2 年1 年 3 年

数と計算（計算 1）A

12  小数
簡単な小数の加減

15  分数
同分母分数の加減

19  そろばん
そろばんの仕組み，数の表し方，読み方
そろばんを使った簡単な加減のしかた

4  あわせていくつ ふえるといくつ
加法の意味（合併・増加）
和が10までの加法
作問
カードによる計算練習
0の加法
絵本作り

5  のこりはいくつ ちがいはいくつ
減法の意味 

（求残・求補・求差・異種の数量）
和が10までの加法の逆の減法
作問
カードによる計算練習
0の減法
絵本作り

10  たしたりひいたりしてみよう
3口の加減

11  たしざん
（1位数）＋（1位数）で繰り上がりのある場合
の加法の意味と計算のしかた
カードによる計算練習
1つの数を他の数の和とみる

12  ひきざん
（十何）－（1位数）で繰り下がりのある場合の
減法の意味と計算のしかた
カードによる計算練習
1つの数を他の数の差とみる
加減の演算決定

17  たすのかなひくのかな
　   ずにかいてかんがえよう
加減の演算決定
順序や集合の数量化
順序数を含む加減
計算の意味やしかたの考察

7  10よりおおきいかずをかぞえよう
簡単な2位数の加減

15  大きいかずをかぞえよう
繰り上がりや繰り下がりがない2位数と 

1位数の加減
簡単な何十の加減

3  2けたのたし算とひき算 
既習の計算を使って， （2位数）＋（2位数）の 

計算のしかたを考える
既習の計算を使って， （2位数）－（2位数）の 

計算のしかたを考える

4  たし算のひっ算
（2位数）＋（1，2位数）の計算のしかた
加法の筆算形式
（1位数）＋（2位数）の筆算のしかた
繰り上がりのある（2位数）＋（1，2位数）の 

筆算のしかた

5  ひき算のひっ算
（2位数）－（1，2位数）の計算のしかた
減法の筆算形式
繰り下がりのある（2位数）－（1，2位数）の 

筆算のしかた

7  たし算とひき算（1） 

加減の立式
テープ図のかき方

19  たし算とひき算（2）
加減の立式（逆思考）
作問

11  大きい数
位をもとにした加減

9  大きい数のたし算とひき算
（2位数）＋（1，2位数）＝（3位数）の筆算の 

しかた
繰り上がりのある(2位数）＋（1，2位数）の 

筆算のしかた
（3位数）＋（1，2位数）の筆算のしかた
（3位数）－（1，2位数）の筆算のしかた
簡単な（3位数）±（3位数）

8  1000までの数
数構成をもとにした加減 

（50＋80，170－80）

4  たし算とひき算
（3位数）＋（2，3位数）＝（3，4位数）の計算
（3位数）－（2，3位数）の計算
百の位から一の位に繰り下げる計算
（4位数）±（4位数），10000－（4位数）の計
算
加減の計算のくふう，暗算

16

4 年 5 年 6 年

1  大きい数
位をもとにした加減
和差

12  小数
小数の加減（小数第二位）， 
筆算のしかた

17  分数
同分母分数の加減

13  そろばん
そろばんの仕組み，数の表し方， 
読み方
そろばんを使った加減のしかた

11  分数のたし算とひき算
異分母分数の加減の意味と計算の 

しかた

10  がい数
概算，見積もりのしかた
概数の活用

11  式と計算
加減，（　）のある場合の式の意味， 
計算の順序
くふうした計算
整数の加減のまとめ

8  小数と分数の計算
小数・分数の混合算
小数・分数の計算の適用問題

［中学校1年］
正負の数の加
減
1次式の加減

［中学校3年］
根号を含む式
の加減

［中学校2年］
多項式の加減

17



1 年 2 年 3 年

3  わり算
除法の意味（等分除，包含除）と答えの 

求め方
九九1回適用の除法
1や0の除法
作問
九九の範囲を超える除法

8  あまりのあるわり算
あまりのある除法の意味と答えの求め方
あまりに着目した問題の解決，作問
△除法の筆算形式

数と計算（計算２）A

13  かけ算（2）
6～ 9，1の段の九九の構成
作問
乗数の変化による積の変化
被乗数の分解による答えの求め方
加減乗の演算決定

12  かけ算（1）
乗法の意味，答えの求め方，作問
倍
2～ 5の段の九九の構成 

作問
乗数の変化による積の変化
被乗数の分解による答えの求め方

14  かけ算（3）
九九表を見てきまりを見つける
1つの数を他の数の積とみる
九九を超える乗法
九九の活用

15  分数
分数と倍

1  かけ算
0の乗法
10の乗法

9  （2けた）×（1けた）の計算 

既習の計算を使って，（2位数）× 

（1位数）の計算のしかたを考える

10  1けたをかけるかけ算
（何十・何百）×（1位数）の計算
（2，3位数）×（1位数）の計算
乗法の筆算形式
暗算

14  2けたをかけるかけ算
（1，2位数）×（何十）の意味， 
計算のしかた，筆算
（2，3位数）×（2位数）の計算の 

しかた，筆算
暗算

 倍の計算
倍の計算

18

4 年 5 年 6 年

5  （2けた）÷（1けた）の計算 

既習の計算を使って，九九の範囲を超
える除法の計算のしかたを考える

6  1けたでわるわり算
（2，3位数）÷（1位数）の計算のしかた
除法の筆算形式
除法の答えのたしかめ

8  2けたでわるわり算
何十でわる除法
（2，3位数）÷（2位数）の計算のしかた，筆算
仮の商を使った正しい商の見つけ方
（3位数）÷（3位数）の計算のしかた，筆算
乗除の演算決定
除法のきまりを使った計算

15  計算のしかたを考えよう
既習の計算を使って，小数の乗除のしか
たを考える

11  式と計算
乗除，（　）のある場合の式の
意味，計算の順序
整数の乗除のまとめ

3  わり算
何十，何百の除法

1  大きい数
位をもとにした乗除
積商

 倍の計算（1）
倍の計算
桁数の大きい数の整数倍（倍にあたる大
きさを求める，何倍かを求める）

 倍の計算（2）～かんたんな割合～
簡単な割合
2量の比べ方の考察

 倍の計算（3）～小数倍～
小数倍

3   分数と整数のかけ算とわり算
（分数）×（整数）の意味と計算のしかた
（分数）÷（整数）の意味と計算のしかた

4  分数×分数
（分数）×（分数）の意味と計算のしかた

5  分数÷分数
（分数）÷（分数）の意味と計算のしかた
分数の乗除の演算決定

8  小数と分数の計算
小数・分数の混合算
小数・分数の計算の適用問題

 倍の計算～分数倍～
分数倍

7  小数のかけ算
（整数）×（小数），（小数）×（小数）の意
味と計算のしかた，筆算

8  小数のわり算
（整数）÷（小数），（小数）÷（小数）の意
味と計算のしかた，筆算
被除数が小数第二位のある小数の除法
商の四捨五入，あまりの処理
乗除の演算決定

12  分数と小数・整数
商分数，分数倍

 倍の計算～小数倍～
小数倍
小数倍と小数倍にあたる大きさを 

求める

［中学校1年］
正負の数の乗
除
素因数分解
1次式と数の 

乗除

［中学校3年］
単項式と多項
式の乗除
因数分解
根号を含む数
の乗除

［中学校2年］
多項式と数の 

乗除
単項式どうしの 

乗除

△… 発展

16  小数のかけ算とわり算
（小数）×（整数）の意味と計算のしかた，筆算
（小数）÷（整数）の意味と計算のしかた，筆算
（整数）÷（整数）でわり進める計算
商の四捨五入，あまりの求め方
小数の乗除の演算決定，作問

19



1 年 2 年 3 年

数と計算（式表現）A

4  たし算のひっ算
加法の交換法則，結合法則

5  ひき算のひっ算
加減の相互関係と答えの確かめ

7  たし算とひき算（1） 

加減の立式

19  たし算とひき算（2）
加減の立式（逆思考）

12  かけ算（1）
乗法の式の表し方

4  あわせていくつ ふえるといくつ
加法の式の表し方，読み方，書き方

5  のこりはいくつ ちがいはいくつ
減法の式の表し方，読み方，書き方

10  たしたりひいたりしてみよう
3口の加減の式の表し方

17   たすのかなひくのかな
　   ずにかいてかんがえよう

1つの数をいろいろな式で表す

4  たし算とひき算
加法の結合法則

3  わり算
除法の式の表し方

8  あまりのあるわり算
あまりのある除法の式の表し方

1  かけ算
乗法のきまり 

（乗数の増減による積の変化，交換
法則，分配法則，結合法則）

17  □を使った式
未知数を□にして式に表す
数量関係の表し方，式の読み方

14  かけ算（3）
乗法の交換法則

20

4 年 5 年 6 年

11  式と計算
（　）のある場合の式の意味
加法，乗法の交換・結合法則
分配法則
乗法のきまり

3  わり算
除法のきまり

［中学校1年］
★文字式
★累乗
★等式，不等式
★1次方程式
★比例式

［中学校3年］
★2次方程式
★解の公式

［中学校2年］
★連立方程式

12  小数
加法の交換，結合法則の小数への拡張

4  分数×分数
面積や体積の公式，計算のきまりの 

分数への拡張

7  小数のかけ算
面積公式や計算のきまりの小数への 

拡張

2  文字と式
文字a，xの意味と，文字を使った式， 
読み取り
文字を使った式の値を求める
文字に当てはまる値を求める
△等式の性質

19  ともなって変わる量
伴って変わる量の関係を□や○を 

使って式で表す

3  比例
伴って変わる量の関係を□や○を 

使った式で表す

△… 発展
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1 年 2 年 3 年

図形B

3  なんばんめかな
前後・上下・左右
平面の位置の表し方

9  かたちあそび
立体の分類
立体図形の特徴や性質
立体の面からの平面の取り出し

11  三角形と四角形
三角形・四角形の意味，構成要素（辺，頂点）
直角
長方形，正方形，直角三角形
もよう作り
身のまわりの図形

21  はこの形
箱作り
箱の形の構成要素（面，辺，頂点）

13  三角形と角
二等辺三角形と正三角形の定義，かき方
二等辺三角形と正三角形の角の性質
直角二等辺三角形の定義
二等辺三角形・正三角形を使ったもよう作り
二等辺三角形と正三角形の関係
身のまわりの図形

7  円と球
円の定義，性質
中心・半径・直径の意味
円を使ったもよう作り
コンパスの使い方
球の定義，性質

14  かたちをつくろう
図形を使った作品作り
直線を使った作品作り

22

4 年 5 年 6 年

4  角
回転角
角の大きさの単位「度」，単位の関係， 
1直角＝90°
分度器の使い方，角度の測り方
角や三角形のかき方
三角定規の角

14  面積
面積の意味と測定 

（直接比較・任意単位・普遍単位）
面積の単位cm2，m2，a，ha，km2，単位
の関係
長方形，正方形の面積公式
複合図形の面積の求め方

2  合同な図形
合同の意味と性質
頂点・辺・角の対応
合同な三角形・四角形のかき方
図形の性質の説明のしかた

9  図形の角
三角形の内角の和
多角形の内角の和

15  正多角形と円
正多角形の意味とかき方，性質
円周と直径の関係，円周率の意味
円周率の歴史

14  図形の面積
平行四辺形・三角形の面積の求め方，
面積公式
台形・ひし形の面積の求め方， 
面積公式
多角形の三角形分割での面積の 

求め方

16  体積
体積の意味と測定（間接比較・任意単
位・普遍単位）
体積の単位cm3，m3，単位の関係
直方体，立方体の体積公式
複合立体の体積
かさと体積の関係
容積

19  立体
立体図形の特徴をとらえた分類
角柱・円柱の構成要素（底面，側面，
辺，頂点），曲面
角柱や円柱の見取図・展開図

1  対称
線対称と点対称の定義，性質，かき方
対称性に着目した基本図形の考察

12  拡大図と縮図
拡大図と縮図の定義と性質
拡大図と縮図のかき方 

（方眼紙の利用，辺・角の利用，図形の
内部の1つの点の利用）
縮図の利用，縮尺と地図

9  円の面積
円の面積の求め方，面積公式
面積の概測

10  立体の体積
角柱・円柱の体積の求め方，体積公式
体積の概測

△錐体の体積

［中学校1年］
作図
図形の移動
おうぎ形
錐体
投影図
多面体
表面積，体積の
公式

［中学校3年］
相似な図形
三角形の 

相似条件
中点連結定理
相似比
円周角の定理と
その逆
三平方の定理と
その逆

［中学校2年］
図形の合同
三角形の 

合同条件
証明
二等辺三角形，
正三角形の性
質
直角三角形の 

合同条件
平行四辺形の 

性質

9  垂直・平行と四角形
垂直の意味と性質，かき方
平行の意味と性質，かき方
垂直や平行になっているところを 

探す
台形・平行四辺形・ひし形の定義， 
性質，かき方
四角形の対角線の性質
平行四辺形・台形・ひし形を使った 

敷き詰め
△四角形の包含関係

18  直方体と立方体 

直方体・立方体の定義と性質
立体の構成要素（面・辺・頂点），平面
直方体や立方体の展開図，見取図
面と面，辺と辺，面と辺の垂直・平行
平面や空間での位置の表し方
身のまわりの図形

△… 発展
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1 年

1 年

2 年

2 年

3 年

3 年

6  長さ（1）
直接比較，間接比較，任意単位，普遍単位
単位cm，mmの意味，読み方，書き方，測定
単位の関係
長さの加減
直線の意味

2  時こくと時間（1）
時刻の読み方
時刻と時間の概念
1日の時間，午前・午後，1日＝24時間
日常生活と時刻

測定C

データの活用D

6  いくつあるかな
資料を絵グラフに表す

18  かずしらべ
資料の活用

20  しりょうのせいり
資料の活用
身のまわりの事象の考察
△複合グラフ

5  表とグラフ
資料の収集，整理のしかた
表の作り方（正の字の利用）
棒グラフの読み方，かき方
二次元表の読み方，かき方

18  しりょうの活用
表や棒グラフの読み取り
積み上げ棒グラフ，並列棒グラフ
身のまわりの事象の考察

8  なんじなんじはん
何時，何時半の時刻の読み方
日常生活と時刻

2  時こくと時間
時間の計算
時間の筆算
日常生活と時刻
短い時間，秒
単位の関係

6  長さ
巻き尺の使い方，測定，計器の選択
道のり，距離
単位kmの意味，読み方，書き方
単位の関係
複名数の加減
1kmの量感

16  重さ
重さについての測定の意味
直接比較，間接比較，任意単位，普遍単位
単位g，kg，tの意味，読み方，書き方
単位の関係
はかりを使っての測定
量の単位（キロ（k），ミリ（m））
かさと重さの関係
簡単な重さの計算

1  ひょうとグラフ
簡単な事柄を表やグラフに表す

16  なんじなんぷん
何時何分の時刻の読み方
日常生活と時刻 16  時こくと時間（2） 

時間の計算

13  くらべてみよう
長さの概念，測定の基礎（直接比較・間接比
較・任意単位）
かさ，体積の概念，測定の基礎
面積の概念，測定の基礎

18  長さ（2）
単位mの意味，読み方，書き方，測定
単位の関係
長さの加減

10  水のかさ
かさの測定の意味と単位
直接比較，間接比較，任意単位，普遍単位
単位L，dL，mLの意味，読み方，書き方
ますでの測定，ます作り
単位の関係
かさの加減

24

4 年

4 年

5 年

5 年

6 年

6 年

3  比例
伴って変わる2つの量の関係を 

表に表す
比例の関係

変化と関係C

20  データの活用
データの活用
データを多面的に捉える
PPDACサイクル

7  ならべ方と組み合わせ方
並べ方と組み合わせ方の意味と総数の
求め方

6  資料の整理
平均値，最頻値，中央値，代表値
ドットプロット，資料のちらばりの意味
階級，度数分布表の作り方
柱状グラフの読み方，かき方

△いろいろな階級の幅

14  データの活用
PPDACサイクル
データの分析
データの活用
データを批判的に捉える

2  折れ線グラフ
折れ線グラフの読み方，かき方

7  しりょうの整理
2つの観点からの資料の整理，分析
二次元表，二項分類

20  しりょうの活用
データの活用
グラフの考察

［中学校1年］
★データの分布
★相対度数
★累積度数
★確率

［中学校3年］
★標本調査

［中学校2年］
★同様に確からし
い
★箱ひげ図

18  いろいろなグラフ
円グラフ，帯グラフの読み方
円グラフ，帯グラフのかき方

6  単位量あたりの大きさ（1）
単位量当たりの大きさの意味と求め方 

（こみぐあい，人口密度，収穫量， 
仕事量）

10  単位量あたりの大きさ（2）
速さの意味と求め方 

（時速・分速・秒速）
道のりや時間を求める

13  割合（1）
2つの量の割合の意味
割合の求め方（全体と部分）
百分率，歩合

13  比例と反比例 

2つの量の変化のしかたを調べる
比例の意味と性質
比例関係を表す式，グラフ
比例の関係を使った問題解決
反比例の意味，性質，式
反比例の関係を使った問題解決

11  比とその利用
比の意味と表し方
等しい比の意味と求め方
比の値の意味
比の応用

 倍の計算（2）～かんたんな割合～
簡単な割合

［中学校1年］
★関数
★比例
★反比例

［中学校3年］
★関数 y＝ax2

［中学校2年］
★1次関数

4  平均
平均の意味と求め方
測定値の平均
平均の求め方のくふう

17  割合（2）
割合の求め方（2量の関係）
比べられる量やもとにする量の求め方
割合の利用

19  ともなって変わる量
伴って変わる2つの量の性質やきまり
変化のきまりを表を使って見つける
式の意味の読み取り
変化をグラフで表す

△… 発展
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1 年 2 年 3 年

算数算数ではでは，，問題問題のの場場
ば

面面
めん

をを図図などをなどを使使ってって表表
あらわ

すとわかりやすくなることがありますすとわかりやすくなることがあります。。
これまでにこれまでに出出てて たいろいろなたいろいろな図図をふりかえりましょうをふりかえりましょう。。図 を使

つ か

ってって問
も んも ん

題
だ い

を考考
か ん がか ん がか ん が

えようえよう

場面 2場面 1

はると

テープを
直線にすると…。

それぞれの長 は
だいたいでいいね。

ら

あかり

入れ物の重 がわからないから，
□ gとすると…。

はると

テープを直線にしても
かくことがで るね。

ゆう

わからないのは
えん筆1本のねだんだね。

　りんご400gを，入れ物
もの

に入れて重
おも

さをはかったら，
 850g ありました。入れ物の重さは何 gですか。   122ページ

　同じねだんのえん筆
ぴつ

を10本買ったら，代
だい

金
きん

は800円に
なりました。えん筆1本のねだんは何円ですか。   124ページ

③　全
ぜん

部
ぶ

で850gあった。

全部の重 が
850gで
あることを
か ます

式　400＋□＝850 式　□×10＝800

りんごの重さ
400g

①  りんごが400gある。

りんごの重
400gを表す
テープを
か ます。

式
しき

400

②　□ gの入れ物に入れる。

入れ物の
重さ□ gを
表すテープを
か ます。

式　400＋□

①　直線とテープをかく。

本数を表す直線と
代金を表すテープを
か ます。

②　1本のねだん□円。

1本を表す目もりを
直線にか ，
対
たい

おうするところに
□円を表す目もりを
か ます。

③　10本分の代金800円。

テープの
はしに合わせて
直線に10本を
表す目もりを，
テープに800円を
か ます。

りんごの重さ
400g

代金 代金
本数

代金 代金

代金代金

本数 本数

本数本数

本数

りんごの重さりんごの重さ
400g400g

りんごの重さりんごの重さ
400g400g

りんごの重さりんごの重さ
400g400g

りんごの重さりんごの重さ
400g400g

入れ物の重さ
□ g

入れ物の重さ入れ物の重さ
□ gg

入れ物の重さ入れ物の重さ
□ gg

入れ物の重さ
□ g

全部の重さ850g
全部の重さ850g

800円 800円

□円 □円

□円□円

11本本

1本 1本

10本 10本11本本

□円□円

128 129

算数算数ではでは，，問題問題のの場面場面をを図図やや表表などをなどを使使ってって表表すとわかりやすくなることがありますすとわかりやすくなることがあります。。
これまでにこれまでに出出てて たいろいろなたいろいろな図図やや表表をふりかえりましょうをふりかえりましょう。。

全部の数がわからないと 1つ分の数がわからないと

いくつ分がわからないと

　あめが1ふくろに16こ入っています。14ふくろ分では，あめは何こありますか。 　色紙が全部で432まいあります。この色紙を18人で同じ数ずつ分けると，
1人分は何まいになりますか。

108本のえんぴつを1人に12本ずつ分けます。何人に分けることができますか。

⑴  4マスの表をかく。

横のマス目の単
たん

位
い

は
同じものが入るね。

図をかいてことばの式で考えると…。

⑶  14ふくろの
ときのあめの数が
わからないので
□ことして，右側のマスに
「14ふくろ」と「□こ」を書く。

16こ □こ
1ふくろ 14ふくろ

⑵ 1ふくろのあめの
　数が16こだから，
左
ひだり

側
がわ

のマスに
「1ふくろ」と「16こ」を書く。

16こ
1ふくろ

図 や  や  や  表 を使使使って問題をを考考えようえよう

16こ □こ

1ふくろ 14ふくろ

×14

×14

はると

表をかいて，
倍の考えを
使って
考えると…。

ら

ゆう

16×14＝224 答え　224こ

16×14＝224

答え　224こ

1つ分の数 全部の数いくつ分× ＝ だから，

1つ分の数 全部の数

いくつ分

あめの数
0

0 1 14（ふくろ）

16 □（こ）

ふくろの数

⑴ あめの数を表すテープと，ふくろの数を表す直線を
かく。

あめの数
0

0 （ふくろ）

（こ）

ふくろの数

⑵ 1ふくろを表す目もりをか ，
　対おうするところに16こを表す目もりをかく。

あめの数
0

01 （ふくろ）

16 （こ）

ふくろの数

⑶  14ふくろを表す目もりをか ，
対おうするところに□こを表す目もりをかく。

あめの数
0

01 14（ふくろ）

16 □（こ）

ふくろの数

4マス関係表は図にそろえて
書いても，右のように問題文に
出てくる順

じゅん

に書いてもいいよ。

1ふくろ 14ふくろ
16こ □こ

432÷18＝24 答え　24まい

表で考えると…

表で考えると…

432÷18＝24 答え　24まい

□ ×18＝432

108÷12＝9 答え　9人108÷12＝9 答え　9人

12× □＝108

まい数
0

0 1 18（人）

□ 432（まい）

人数

1つ分の数 全部の数

いくつ分

□まい 432まい

1人 18人

×18

×18

図で考えると…

1つ分の数全部の数 いくつ分÷ ＝
だから，

図と表，どっちが
わかりやすいかな。

あかり

本数
0

0 1 □（人）

12 108（本）

人数

1つ分の数 全部の数

いくつ分

12本 108本

1人 □人

×□

×□

図で考えると…

だから，
1つ分の数全部の数 ÷ ＝ いくつ分

図のか 方 44マス関
かんかん

係
けいけい

表のつくり方

108 109

図，表の系統性

　図や表の使い方やか
き方などを学ぶことが
できるページを設定す
ることで，いつでもそ
れらの意味に立ち返る
ことができるようにし
ています。

ブロック操作（加法，減法）

絵やアレイ図（加法，減法）

テープ図から線分図
（加法，減法）

テープ図＋数直線図（乗法）

1 年上 p.44

3 年上 p.57

1 年上 p.59 ブロック操作（乗法）

2 年下 p.30

アレイ図からテープ図
（加法，減法）

2 年上 p.82

2 年上 p.39

  4 年上 p.108-109  3 年下 p.128-129

3 年下 p.13

　ぜんぶで
なんこに  なりますか。

  あります。   ふえると， に  なります。

＋ ＝しき こたえ　　　ぴき

6 2

ふえると

8

こたえ　　　こしき ＋ ＝

あわせて  いくつの  と と
おなじように  たし んに  
なるんだね。

ら

2　のうとに  しきを  かいて  こたえましょう。

　はなが ぽん ありました。
ほん あげました。
　のこりは なんぼんに なりましたか。

えを かいて
かんがえよう。

こたえ　　　ほんしき

ゆう んの  のうと

は じ め に
9 に ん

こ た え 　 6 に ん

3 に ん
か え る

し き 　 9 － 3 ＝ 6

　ひきざんを しましょう。
－ － － －
－ － － －
－ － － －

の
こ
り
は
い
く
つ
ち
が
い
は
い
く
つ

たし算とひ 算

けたの筆
ひ っ

算
さ ん

の
しかたを考えよう

1 3けたのたし算

　215円のビスケットと215円のビスケットと
124円のチョコレートを買いました。124円のチョコレートを買いました。
　合わせて何円になりますか。　合わせて何円になりますか。

1

チョコレート
1 こ 124円

ビスケット
1 こ 215円

式
しき

を書きましょう。

円　およそ何円になりますか。

　計算のしかたを考えましょう。

オナジン

2年生で学
がく

習
しゅう

した
たし算の図と同じ
ようにかけるね。

あかりゆう

けたのたし算のと と
同じようにブロックを
使
つか

って考えてみよう。

筆算が
使えないかな。

円では
たりないね。

ら

全
ぜん

部
ぶ

の金がく　　　  円

全部の金がく　　　  円

ビスケット　　　  円

ビスケット　　　  円

チョコレート　　　  円

チョコレート　　　  円

線だけで
かくと，
かんたんに
かけます。

オナジン

年生で学習した
たし算と同じように
考えられないかな。

く
り
上
が
り
の
な
い
た
し
算

た
し
算
と
ひ

算

（ けた）×（ けた）の計算

　1mのねだんが213円のリボンを3m買います。1mのねだんが213円のリボンを3m買います。
　代金は，全部で何円ですか。　代金は，全部で何円ですか。

1

　およそ何円になりますか。

1　式を書きましょう。

×
1 つ分の数 いくつ分

円と
考えると…。

ら

かけられる数が けたの計算は，かけられる数が けたの計算は，
どのようにすればよいのかな。どのようにすればよいのかな。

考えたいな

　かけられる数が けたにかけられる数が けたに
なっても，位ごとに分けてなっても，位ごとに分けて
考えれば考えれば，，計算がで計算がで ます。ます。

×× × ＝× ＝
× ＝× ＝

合わせて合わせて

× ＝× ＝

式　 × ＝
答え　 円

ワッケル

× の計算の
と は，
を と に

分けたね。

はると んの考え

× × ＝

× ＝

合わせて

× ＝

× も，筆算でで るのかな？

　計算のしかたを考えましょう。

213円 213円 213円

0 1 2 3（m）

め あてめ あて

まとめまとめ

（3
け
た
）×（1
け
た
）

1
け
た
を
か
け
る
か
け
算

× ＝ …… 八
は ち

一
い ち

が
はち

× ＝ …… 八
は ち

二
に じゅうろく

× ＝ …… 八
は ち

三
さ ん にじゅうし

× ＝ …… 八
は ち

四
し さんじゅうに

× ＝ …… 八
は ち

五
ご しじゅう

× ＝ …… 八
は ち

六
ろ く しじゅうはち

× ＝ …… 八
は ち

七
し ち ごじゅうろく

× ＝ …… 八
は っ

八
ぱ ろくじゅうし

× ＝ …… 八
は っ

九
く しちじゅうに

のだんの 九九

×

おもて うら

　 のだんの 九九をのだんの 九九を
おぼえましょう。おぼえましょう。

　　九九の カードを 作って
　れんしゅうしましょう。

のだんの 九九を

やってみたいな

めあて

つかって 考えよう。

　　8×2の  答えに  8×3の
　答えを  たすと，いくつに
　なりますか。
　　また，それは  8に  どんな
　数を  かけた  数と
　同じですか。

3 8×38×2

8×

　　色
い ろ

紙
がみ

を 人に
まいずつ くばります。

　　 人に くばるには，
　ぜんぶで 何まい いりますか。

あかり

8
の
だ
ん
の
れ
ん
し
ゅ
う

3
　あおいあおい んは，どんぐりを  18こ　んは，どんぐりを  18こ
ひろいました。先生は，22こ  ひろいました。先生は，22こ  
ひろいました。ひろいました。
　ちがいは  何こ  ですか。ちがいは  何こ  ですか。

  かいけつしたいな  

1　⑴から  ⑵の  じゅんに，図に　
　あらわしましょう。

⑴　あおいさんは，どんぐりを  18こ  ひろいました。

⑵　先生は，22こ  ひろいました。

18こ

18こ

22こ

ちがい  こ

あおいさん

あおいさん

先生

テープを  本  つかうと  わかりやすいのは，テープを  本  つかうと  わかりやすいのは，
どんなとどんなと かな。かな。

　答えを  もとめる  しきと，答えを  書きましょう。

テープが  本の  と と
どこが  ちがうのかな。

ベツアラワシ

何
なに

を  に
すれば  よいか
考えよう。

あかり

テープが  本に  
なっているね。

ら

テ
ー
プ
が
2
本
の
図

め あてめ あて

たし算の ひっ算

たし算の いみや 
しかたを 知

し

ろう

　チューリップの  花が  チューリップの  花が  ました。赤が  24本，ました。赤が  24本，
黄色が  13本です。黄色が  13本です。
　チューリップの  花は，ぜんぶで  何本  チューリップの  花は，ぜんぶで  何本  ましたか。ましたか。

1

　しきを  書
か

きましょう。

　計算の  しかたを
考
かんが

えましょう。

けたの  たし算

ブロックを
つかうと…。 +

＋ を，右のように  くらいを  たてに
そろえて  書いて  計算することが  あります。
　これを  ひっ算

さん

と  いいます。
+

はると

黄色 13本

ぜんぶで

赤 24本

た
し
算
の
ひ
っ
算

たし算の  ひっ算は  どのように  計算したら  よいのかな。 たし算の  ひっ算は  どのように  計算したら  よいのかな。 
  知りたいな  

め あてめ あて

た
し
算
の
ひ
っ
算

26

5 年 6 年4 年

重さ
0

0 1 5（m）

5.8 □（g）

長さ

算数算数ではでは，，問題問題のの場面場面をを図図やや表表をを使使ってって表表すとわかりやすくなることがありますすとわかりやすくなることがあります。。
これまでにこれまでに出出てて たいろいろなたいろいろな図図をふりかえりましょうをふりかえりましょう。。

図のか 方 44マス関係表のつくり方

全体の数がわからないと 1つ分の数がわからないと

いくつ分の数がわからないと

1mの重さが5.8gのはり金があります。このはり金5mの重さは何 gですか。 6 mの重さが25.2gのはり金があります。このはり金1mの重さは何 gですか。

1mの重さが3gのはり金があります。このはり金を何ｍか切り取って
重さを量ると46.5gありました。何m切り取りましたか。

だから，
5.8×5＝29

1mあたりの重 全部の重いくつ分× ＝

5.8×5＝29 答え　29g

4マス関係表は図にそろえて
書いても，右のように問題文に
出てくる順に書いてもいいよ。

横のマス目の単位は
同じものが入るね。

図をかいて
ことばの式で
　考えると…。

図で考えると…

図で考えると…

表で考えると…

表で考えると…

表をかいて，
比
ひ

例
れい

の考えを
使って
考えると…。

ら

⑴ 4マスの表をかく。

⑵ 1mの重 が
5.8gだから，

　左側のマスに「1m」
と「5.8g」を書く。

5.8g

1m

⑶ 5mのと の重 が
わからないので
□ gとして，右側の
マスに「5m」と「□ g」を書く。

5.8g □g

1m 5m

1m 5m

5.8g □g

図 や  や  や  表 を使使使って問題をを考考えようえよう

答え　29g

あかり はると

5.8g □ g

1m 5m

×5

×5

1mあたりの重 全部の重

いくつ分

だから，
25.2÷6＝4.2

だから，
46.5÷3＝15.5

1mあたりの重全部の重 いくつ分÷ ＝

1mあたりの重全部の重 いくつ分÷ ＝

□×6＝25.2

25.2÷6＝4.2

3×□＝46.5

46.5÷3＝15.5 答え　15.5m

答え　4.2g 答え　4.2g

答え　15.5m

□ g 25.2g

1m 6m

×6

×6

3g 46.5g

1m □m

×□

×□

図でも表でも
わかりやすい方で
考えればいいね。

1mあたりの重

1mあたりの重

全部の重

全部の重

いくつ分

いくつ分

ゆう

重さ

重さ

0

0

0

0

（m）

（m）

（g）

（g）

長さ

長さ

1

□

1

3

6

25.2

□

46.5

⑶ 5mを表す目もりをか ，対応するところに
□ gを表す目もりをかく。

重さ
0 5.8 □（g）

（m）0 1 5
長さ

⑵ 1mを表す目もりをか ，対
たい

応
おう

するところに
5.8gを表す目もりをかく。

重さ
0 5.8 （g）

（m）0 1
長さ

⑴ 重 を表す直線と長 を表す直線をかく。

重さ
0 （g）

（m）0
長さ

92 93

×3

×3

□ kg  kg

1m 3m

×□

×□

2kg  kg

1m □m

算数算数ではでは，，問題問題のの場面場面をを図図やや表表をを使使ってって表表すとわかりやすくなることがありますすとわかりやすくなることがあります。。
これまでにこれまでに出出てて たいろいろなたいろいろな図図をふりかえりましょうをふりかえりましょう。。

図のか 方 44マス関係表のつくり方

「全部の数」がわからないと 「11つ分の数」がわからないと

「いくつ分の数」がわからないと

だから，
1mあたりの重 全部の重いくつ分× ＝

⑴ 重 を表す直線と
　長 を表す直線を
かく。

⑴ 4マスの表をかく。

⑶ 4mを表す目もりを
か ，対応する
ところに□ kgを
　表す目もりをかく。

図でも表でも
わかりやすい方で
考えればいいね。

図をかいて
ことばの式で
　考えると…。

図で考えると…

図で考えると…

表で考えると…

表で考えると…

表をかいて，
比例の考えを
使って
考えると…。

図 や  や  や  表 を使使使って問題をを考考えようえよう

あかり はると

1mあたりの重 全部の重

いくつ分

だから，

1mあたりの重全部の重 いくつ分÷ ＝

1mあたりの重全部の重 いくつ分÷ ＝

ら

横のマス目の単位は
同じものが入るね。

ゆう

重さ
0 （kg）

（m）0
長さ

1mの重さが kgの鉄の棒
ぼう
があります。この鉄の棒4 mの重さは何 kgですか。 3mの重さが kgの鉄の棒があります。この鉄の棒1mの重さは何 kgですか。

4
7

1mの重さが2kgの鉄の棒があります。この鉄の棒の重さが kgのとき，
何 mありますか。

×4

×4

 kg □ kg

1m 4m

 kg
2
3

重さ
0

0 1 4（m）

□（kg）

長さ

1mあたりの重 全部の重

いくつ分

重さ
0

0 （m）

（kg）

長さ
1

□

3

2

1mあたりの重全部の重

いくつ分

重さ
0

0 （m）

（kg）

長さ
1□

÷2＝4
7

2
7

答え　 m
2
7答え　 m

2
7

だから，

÷2＝4
7

2
7

2×□＝ 4
7

2

3

9

5

答え　　　kg答え　　　2答え　　　答え　　　2答え　　　答え　　　
3

答え　　　答え　　　 答え　　　kg答え　　　2答え　　　答え　　　2答え　　　答え　　　
3

答え　　　答え　　　×4＝ ＝2

3

8

3
2

2

3

×4＝ ＝2

3

8

3
2

2

3

÷3＝9

5

3

5
÷3＝9

5

3

5

□×3＝ 9

5

重さ
0 （kg）

（m）0 1
長さ

2

3

重さ
0 □（kg）

（m）0 1 4
長さ

2

3

4マス関係表は図にそろえて
書いても，右のように問題文に
出てくる順に書いてもいいよ。

1m 4m

 kg □kg2

3

 kg
4

7

9

5

答え　 kg
3

5
答え　 kg

3

5

⑶ 4mのと の重 が
わからないので
□ kgとして，右側の
マスに「4m」と
「□ kg」を書く。

 kg □kg

1m 4m

2

3

2

3

⑵ 1mを表す
　目もりをか ，
　対応するところに

　表す目もりをかく。

kgを22

33

 kg

1m

2

3

⑵ 1mの重 が

　左側のマスに「1m」

kgだから，22

33

と「 kg」を書く。22

33

9

5

4

7

58 59

テープ図＋数直線図
（乗法，除法，倍）

4マス関係表（乗法，除法，倍）

2本数直線図，4マス関係表
（乗法・除法，単位量あたりの

大きさ，割合）

線分図（比）

4 年上 p.105

4 年下 p.88

5 年上 p.95

6 年 p.166

  5 年上 p.92-93   6 年 p.58-59

倍の計算 ⑴

どれだけとんだか考えよう
やっ
てみよう！

280cm

1倍 倍
560cm

  考えたいな  

くらべられる長 が
もとにする長 の何倍になるかを求める
と は，どんな計算をしたかな。

めあて □倍になっていると
すれば，□を使った
式で表せるね。

「もとにする長 」が体長で，
「くらべられる長 」が
とんだ高 だね。

×

×

　イルカがジャンプして，560イルカがジャンプして，560cmcm

とびました。このイルカの体長はとびました。このイルカの体長は
280280cmcmです。イルカのとんだ高です。イルカのとんだ高 とと
体長をくらべましょう。体長をくらべましょう。

1

1　イルカのとんだ高さと
　体長の関

かん

係
けい

を表にしましょう。

　イルカは，体長の何倍とびましたか。

の表から，とんだ高さが体長の
　何倍になっているか求

もと

める方
ほう

法
ほう

を
　考えましょう。

あかりはると

560cm

0 1 （倍）

とんだ高さ

体長
280cm

ゆう

倍
の
計
算
⑴

小数のかけ算

計算のしかたや まりを
考えよう

整数×小数の計算

　1mあたりのねだんが80円のリボンを買います。2.4mでは1mあたりのねだんが80円のリボンを買います。2.4mでは
何円になりますか。何円になりますか。

1

だったら， × ， だったら， × と式にで るけど…。

代金は，リボンの長 に
比
ひ

例
れい

すると考えると…。
あたり 円で，

その 分だから，全部の代金は…。
あかり ゆう

はると

1　図や表を使って，代金を求める式を考えましょう。

長

1mのねだん 代金

80円 □円
1m 2.4m

円 □円 円 □円

1m

2.4m

80円

円

代金
リボンの長さ

80 □ （円)0

1 32.4 （m）20

××

××

（ ）

（円

×

×

×

×

小
数
を
か
け
る
計
算

小
数
の
か
け
算 比

で
分
け
る
方
法

　長　長 72cmのリボンを，姉と妹で，長72cmのリボンを，姉と妹で，長 の比が5：4になるようにの比が5：4になるように
分けます。それぞれ何cmになりますか。分けます。それぞれ何cmになりますか。

2

cm cm

72cm

全体

姉5 妹4

　はるとさんの考えとさらさんの考えを説明して，答えを求めましょう。

　妹のリボンの長さを，比を利用して求めましょう。

ベツアラワシ

： のと
全体の量は
＋ で表す
ことがで るよ。

　姉の分と全体の比を使って，姉の長 を求めます。
　姉のリボンの長 を とすると，
　　　 ： ＝ ：

はると んの考え

　姉の分は，全体を と考えたと のどれだけにあたるかを考えて求めます。

姉の分……全体の

ら んの考え

× ＝

の牛乳を，あおいさんとお父さんが， ： の比になるように
分けて飲みます。あおいさんの分は何 ですか。

全部の量を，部分と部分の比に分けるには，どうすればよいのかな。全部の量を，部分と部分の比に分けるには，どうすればよいのかな。
  知りたいな  

め あてめ あて

　部分と全体の比を使ったり，全体を として考えたりすると，　部分と全体の比を使ったり，全体を として考えたりすると，
全体を比で分けることがで全体を比で分けることがで ます。ます。

まとめまとめ

　式を書きましょう。

2 小数÷整数の計算

1
　5.7mのリボンを，3人で5.7mのリボンを，3人で
同じ長同じ長 ずつ分けると，ずつ分けると，
1人分は何mになりますか。1人分は何mになりますか。

　約何 になりますか。

　計算のしかたを考えましょう。

　筆算のしかたを考えましょう。

全部の数つ分の数

□
人 人

いくつ分

ゆう

整数のわり算の筆算と
同じようにで そうだけど，
商の小数点はどうすれば
いいのかな。

はると

の何こ分になるかを
考えれば，整数の計算と
同じようにで るね。

ら

わり算の まりも
使えるけど，
筆算は…。

長さ
人数

0 1 2 3（人）

5.7（m）□0

小
数
の
わ
り
算
の
筆
算

小数のわり算も筆算でで小数のわり算も筆算でで るのかな。るのかな。
知りたいな

め あてめ あて
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主な考え方モンスター別構成一覧

1 年 2 年 3 年

長さなどをテープに置き換える。 時刻や時間を時計の図や数直線で表す。 時刻や時間を時計の図や数直線で表す。

調べたいことを表やグラフに表して整理
する。

調べたいことを表や棒グラフで表す。

数や問題をブロックや絵，式で表す。 問題文を，図やことばの式などで表す。図を使って，場面を把握したり，計算し
たりする。
数の見方を変えて，表し方を変える。

調べたいことを表やグラフにまとめる。 結果をわかりやすくするために，調べたい
ことを表やグラフにまとめる。

似ている形で分類する。 形の特徴によって，長方形や正方形，直
角三角形に分類する。

辺の長さに着目して，三角形を分類する。

10ずつにまとめて数える。 10のまとまりやばらをそれぞれまとめて
計算する。

1つ分（任意単位）を決めて，長さや
かさ，広さを比べる。

1つ分（普遍単位）を決めて，時刻や時
間，長さ，かさなどを数で表す。

1つ分（普遍単位）を決めて，長さや重さな
どを数で表す。

10を1つ分として数を表したり，計算した
りする。

10や100，それぞれの位を1つ分として
数を表したり，計算したりする。
等分した1つ分をもとに分数で表す。

10や100，それぞれの位を1つ分として
整数や小数，分数を表したり，計算したり
する。

棒グラフの1目盛りを1つ分と考える。

位をそろえて書いて，数の大小を比べた
り，加減の筆算をしたりする。

乗法の筆算や，小数の加減の筆算も，縦
に位をそろえて計算する。

もとにする長さをそろえて（任意単位を
決めて）比較する。

同じ単位をそろえて，時間や長さの計算を
する。

端をそろえて長さや広さを比べる。

データの数を比較するとき，カードなど
の大きさをそろえて比べる。

ヒ
ト
ッ
ツ

ソ
ロ
エ

ベ
ツ
ア
ラ
ワ
シ

マ
ト
メ
ー
ル
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主な考え方モンスター別構成一覧 A 　数と計算 C 　測定 D 　データの活用B 　図形 C 　変化と関係

4 年 5 年 6 年

直方体や立方体を展開図で表す。 割合を求める式の表し方を変えて，比べら
れる量やもとにする量を求める式をつくる。

比例関係にある量を表や式，グラフに表す。

目的に合わせて，割合を円グラフや帯グラ
フで表す。

データを代表値やドットプロット，柱状グラフ
などで表す。
表や図におきかえて，落ちや重なりがないよう
に整理する。

調べたいことを表や折れ線グラフで表す。

商を分数の形で表す。目的に応じて概数で表す。
（　）などを使い，1つの式に表す。

わからない数は文字を使って，数や量の関係
を式に表す。
問題を図や数直線に表して，計算のしかたを
考える。

結果をわかりやすくするために，2次元表を
使ってまとめる。

いろいろな見方で，四角形を分類する。
面の形で，直方体や立方体に分類する。

辺の数や角の大きさを表にまとめて，正多角
形の性質を見つける。
角柱の特徴を表にまとめて，その性質を見
つける。

今まで学習した図形を線対称や点対称の視点
でまとめる。
角柱や円柱の体積はどれも（底面積）×（高
さ）でまとめられることを見つける。

数の性質に着目して，整数を分類する。

1°を1つ分として，角の大きさを表す。
1cm

2，1m2などを1つ分として，面積を表す。
1cm

3，1m3などを1つ分として，体積を表す。

単位量あたりの大きさを求めて，こみぐあい
などを比較する。
もとにする量を1として，比べられる量の大
きさを割合で表す。

1つ分を決め，2つの量がそれぞれいくつ分か
を考えて，その関係を比で表す。

10や1000などを1つ分として，1つの数をいろ
いろな表し方で表す。
10や0.1，単位分数などを1つ分と考えて，数
に表したり計算したりする。

10や0.1，単位分数などを1つ分と考えて，
数に表したり計算したりする。

分数の乗除を，単位分数を1つ分として計算す
る。

小数でも位をそろえて書いて，大きさの比較
や計算をする。

異分母分数の分母をそろえて，大きさを比
べる。
整数，分数，小数が混じっているときは，分
数か小数にそろえて，大きさを比べる。

整数，小数，分数が混じった計算では，分数に
そろえて計算する。

2つの量のどちらか一方にそろえて比べる。
もとにする量の1をそろえて，割合で比べる。

比の値をそろえて，等しい比を見つける。
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1 年 2 年 3 年

同じ項目ごとに分けて表に表す。

四角形に1本の直線を引いて，三角形や
四角形など，2つの形に分ける。

1つの数を，2つの数に分ける。
2位数の加法や減法を，位で分けて計算
する。

10のまとまりとばらを分けて考える。
被乗数を分けて，大きい数の段の九九
の答えを見つける。

桁数の多い乗法も，被乗数や乗数を分け
て，答えを求める。

ワ
ッ
ケ
ル

カ
エ
カ
エ

キ
マ
リ
ン

オ
ナ
ジ
ン

ナ
ー
ゼ

被乗数の分け方を変えても積は同じに
なることを見つける。

除法の答えを，いろいろな数値を当てはめ
て考える。

任意単位の大きさを変えると，いくつ分
にあたるかが変わることに気づく。

なぜ三角形や四角形といえるのか，その
理由を説明する。

なぜ円といえるのか，その理由を性質に基
づいて説明する。

計算方法をどのように考えたのか説明す
る。

問題文から正しい計算を判断し，その理
由を説明する。

除法のあまりの処理で，目的に応じて理
由を考えて求める。
計算の誤りを説明する。

長さ，かさ，広さを，1つ分を決めて，同
じように数に表して比べる。

長さもかさも，10個集めると同じように
単位が変わる。

ある単位を基準に考えると，単位間に同じ
ような関係があることに気づく。

円と球には同じような関係があることに気
づく。

1年生のときの加減と同じように，繰り上
がりや繰り下がりを考えて計算する。
乗法のきまりを見つけ，それがほかの数
でも同じように成り立つと考え，新しい
九九を作る。

等分除，包含除のどちらも，同じようにわ
り算で求める。
これまでと同じように，位の数が10個集ま
ると位が変わる。
桁数の多い整数や，小数，分数も，これま
でと同じように計算する。

箱の形で，面，辺，頂点のきまりを見つ
ける。

計算カードを順番に並べて，きまりを見
つける。

交換，結合法則や分配法則を使って，大
きい数の乗法を考える。
結合法則を使って，乗法の暗算をする。

帰納的に加法や減法のきまりを見つけ
る。
帰納的に乗法のきまりを見つける。

30

4 年 5 年 6 年

全体の量をまとめてから，個数で分けること
で，平均を求める。

180°以上の角度を，180°といくつのように 

分けて考える。
複合図形では，正方形や長方形などに分け
て，面積を求める。

複合立体の求積では，倍積や分割などの方
法で体積を求める。

図を分けて，今までに学習した形に変えるこ
とで，円の面積を求める。

被除数が大きくても，位ごとに分けて計算す
る。

帯分数を，整数部分と分数部分に分けて考え
て，およその値を求める。

被除数や除数を変えて，除法のきまりを見つ
ける。
きまりが成り立つことを，いろいろ数で確かめ
る。

今までに学習した形に形を変えて，いろい
ろな図形の面積を求める。

今までに学習した形に変えて，円の面積を求
める。

ともなって変わる2量が比例といえるかどう
か説明する。
こみぐあいなどの比べ方を説明する。

なぜ合同になるのか，なぜ合同な三角形を
かくことができるのか説明する。
多角形の角の大きさの和が何度になるか説
明する。

線対称や点対称な図形の性質をもとに，それ
らの図がかける理由を説明する。
拡大図や縮図の性質を使って説明する。

除法で，商やあまりが正しいかどうかを，答え
の確かめを使って説明する。

分数をかける，分数でわるとはどういうことか
説明する。

今まで学習した倍の考えと同じように考え
て，割合を求める。

面積と同じような考え方で，体積を求める。 円の面積と同じような考え方で，円柱の体積
を求める。

どんなに大きい数や小数でも，同じように 

十進位取り記数法で表されていることに気づ
く。
小数の四則や，分数の加減でも，整数と同じ
ように計算する。

小数どうしの乗除は，きまりを使って整数に
なおして，整数の計算と同じようにする。
異分母分数の加減を，通分してこれまでと
同じように計算する。

分数の乗除も，計算のきまりを使って整数の
計算と同じように考える。

ともなって変わる量を表に表して，きまりを 

見つける。
ともなって変わる2つの量の変わり方のきま
りを見つける。

比のきまりを使って，簡単な比で表す。

多角形の角の大きさの和のきまりを見つける。
面積の公式を利用する。
直径と円周の間のきまりを見つける。

正多角形の対称性についてのきまりを見つけ
る。

整数や小数の四則で，計算のきまりを使って
工夫して計算する。

10倍すると小数点を右へ1桁，　にすると 

小数点を左へ1桁移した数になるきまりを見
つける。
小数の乗法でも，計算のきまりが成り立つこ
とを見つける。

計算のきまりを使って，これまで学習した 

計算になおす。
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